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前1千年紀前半の北西セム諸語における
不定詞絶対形の同語反復的用法

竹内　茂夫†

キーワード：北西セム語、不定詞絶対形、同語反復的用法、Garr (1985)

1 はじめに
本稿は、Garr (1985)に挙げられている不定詞絶対形の用例に加えて、Garr

が扱っていない用法を検討の上、それを等語線の再画定のために追加すべ
きであることを提案したい。
本研究は、科学研究費補助金基盤研究 (C)の研究課題「前 2-1千年紀に
おける北西セム語の等語線の再画定：GISによる言語地理学的研究」(研
究代表者：池田潤) (平成 18～21年度)の一部を成すものである。

2 Garr (1985)における不定詞絶対形の用法
セム語のうち、北西セム語においては、一般に 2種類の不定詞、すなわち
不定詞構成形 (the infinitive construct)と不定詞絶対形 (the infinitive absolute。
例文では「InfAbs」)が区別されている。不定詞構成形は近代欧州諸語に
おける不定詞に対応していると言うことができる一方で (Joüon - Muraoka

2006:401)、不定詞絶対形は異なった振る舞いをする。
第 1に、動詞として用いられる場合には、命令を表すものとして次のよ
うな例が見られる。母音が記されており語形がある程度特定されている
聖書ヘブライ語から用例を挙げ、私訳を付ける (「OBJ」は目的語の標識
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の意)。

(1) zākôr ’et-yôm haš-šabbāt l@-qadd@š-ô (出エジプト記 20.8)

remember(InfAbs) OBJ-day of the-sabbath to-consecrate-him

「安息日を聖なるものとするべく覚える！」

定動詞として用いられているとされる用例として、次のような例が見ら
れる。

(2) w@-kārôt ‘imm-ô hab-b@rı̂t (ネヘミヤ記 9.8)

&-cut(InfAbs) with-him the-covenant

「そして彼と契約を結ぶ」

を挙げることができる。
第 2に、名詞としてより多く見られる用法は定動詞の前後に現れるもの
で、多くの場合定動詞と同じ語根を持ち、何らかのモダリティを加えるも
のであるとされる1 。

(3) môt tāmût (創世記 2.17)

die(InfAbs) you die

「おまえは死ぬのだ」

聖書ヘブライ語を除く前 1千年紀前半におけるシリア・パレスチナの言
語特徴の言語地理学的研究を行った Garr (1985)では、不定詞絶対形の用
法として例 (1)のような命令形としての不定詞 (§4:7a)と、例 2のような
定動詞としての不定詞 (§4:7c)2が挙げられている。これらの用法について
は、表 1のようにまとめられている (Garr 1985:213-14より関係箇所を翻訳
抜粋)。

1この用法の統語的な位置づけとして、動詞の内的目的語の対格 (an accusative of the internal
object) (例えば Joüon - Muraoka 2006:391) あるいは独立の補語 (absolute complement) (例えば
Waltke and O’Connor 1990:584) といった見解が見られるが、別途議論が必要であろう。

2物語の過去時制 (§4.8)として標準フェニキア語の例が挙げられているが、4:7cに含める
ことができると思われるので割愛した。
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表 1: Garr (1985:213-14)による不定詞絶対形の用法一覧
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(4.7a)不定詞：
命令形として

yes ? no no? yes? no yes

(4.7c)不定詞：
定動詞として

yes no no no no no

3 不定詞絶対形の同語反復的用法
不定詞絶対形には、Garr (1985)が取り上げた上述の用法の他に、定動詞
の前後に現れて定動詞と同じ語根もしくは似た意味の語根を持つ、同語反
復的用法とも言える不定詞絶対形が見られる3。聖書ヘブライ語では、例
(3)で挙げたようによく見られる。
この用法について Garrでは論じられていないので、以下では Garrが挙
げている各言語や方言において、この同語反復的用法の用例を検討してい
きたい。なお、この用法がどのような機能を果たしているかについては別
の機会に論じたいと考えており、私訳を挙げるにとどめておきたい。
まず、フェニキア語の古いビブロス方言の ‘zrb‘l 4碑文 (前 10世紀)5に 1

例見られる。テキストの箇所としては、原則としてDonner and Röllig (1964)

の KAIのテキスト番号と行数を示す (数字単独の場合はページ数を表す)。

3これは、the internal object accusative、the absolute complement、the intensifying infinitive、
the tautological infinitive など、様々な用語で呼ばれている (Williams 2007:85)。

4‘zrb‘l の読み方として、オゼルバアル (Oζερβαλoς) (KAI 5、 Friedrich and Röllig 1999:26、
Krahmalkov 2000:364)、アザルバアル (Azarbaal) (Gibson 1982:8,9,11)、アズルバアル (‘Azru-
Ba‘l) (Friedrich and Röllig 1999:26,53)、(‘Azru-Ba‘al) (Krahmalkov 2000:364) などが見られる。

5前 11 世紀中期とする見解もある (Gibson 1982:9)。



GL10Takeuchi_0511 : 2008/6/13(20:47)

82 一般言語学論叢第 10 号 (2007)

(4) ’m nh. l tnh. l (KAI 3.3-4)

if possess(InfAbs) you possess

「もしおまえが所有するのなら」

次に、標準フェニキア語においてはシドンの王タブニート (tnbt)6 墓碑
(前 6世紀末期)7 に 2例見られる。

(5) w-’m pth. tpth. ‘lt-y w-rgz trgz-n (KAI 13.6-7)

&-if open(InfAbs) you open OBJ-it &-disturb(InfAbs) you disturb-me

「もしおまえたちがそれを開け、そして私を邪魔するのなら」

アラム語ではその膨大な資料にも関わらずこの用法は極めて少なく、初
期のスフィレ碑文およびネーラブ碑文にわずかに見られるのみで (Segert

1990:390)、より後のエジプト・アラム語や聖書アラム語には見られない。
スフィレ碑文 (前 8世紀中頃)の中の 1つの碑文において (KAI 224)、次
の 4例が指摘されている。

(6) hskr thskr-hm b-yd-y (KAI 224.2)

surrender(InfAbs) you surrender-them in-hands-my

「おまえたちは彼らを私の手に渡すのだ」

(7) rqh trq-hm (KAI 224.6)

placate(InfAbs) you placate-them

「おまえは彼らをなだめるのだ」

(8) nkh tpw-h b-h. rb (KAI 224.12-13)

strike(InfAbs) you strike-it with-sword

「おまえは剣でそれを打つのだ」

この例では、不定詞絶対形とされる nkhと定動詞の tpwhでは語根の子音

6一般的にはタブニート (Tabnit) と転写されるが、Krahmalkov (2000:487) では TIBNĪT と
転写されている。

7前 5 世紀前半という見解もある (Gibson 1982:101-102、McCarter 2000a:181,182)。
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が異なることに注目されたい8。その直後に、定動詞と同じ語根を使った
不定詞絶対形の例が見られる。

(9) nkh tkw-h ... (KAI 224:13)

strike(InfAbs) you strike-him ...

「おまえは彼...を打つのだ」

ネーラブ碑文 (前 7世紀)の中の 1つの碑文において (KAI 226)、次の 1

例が指摘されている。

(10) hwm ’thmw (KAI 226.6)

(InfAbs) they

「そして彼らは取り乱したのだ」

しかしながら、hwmは名詞であって不定詞絶対形ではないのではないか
とする立場もある (Gibson 1975:98、McCarter 2000b:185)。
サムアル方言 (前 8世紀)では、この用法は現存の資料のうちには見ら
れない (Tropper 1993:237)。
アンモン語では、城塞碑文 (前 9世紀)において次の用例が指摘されて
いる。

(11) mt ymtn (Citadel 2)

die(InfAbs) they die

「彼らは死ぬのだ」

(12) ]kh.d ’kh. d (Citadel 3)

destroy(InfAbs) I destroy

「私は滅ぼすのだ」

例 (12)は、定動詞の前に現れている同じ語根の語の最初が欠けているとは
いえ、不定詞絶対形であろうと考えられている (Jackson 1983:10、cf. 17、
Schüle 2000:89、Aufrecht 2000:139)

8tpwhは「打つ」という意味では一致しているようであるが、形態素の分析や語根の認定
に関しては、KAI 269、Gibson 1975:54 などを参照されたい。
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デイル・アッラ出土のテキスト (前 800年頃)においては、この用法で用
いられる不定詞絶対形がいくつか指摘されているけれども、研究者によっ
て不定詞絶対形と解釈するかどうかは異なる。

(13) w-bkh. ybkh (KAI 312.I.3-4)

&-weep(InfAbs) he wept

「そして彼は泣いたのだ」

この箇所の bkhに関しては、現在は不定詞絶対形と解釈されているようで
ある9 (Müller 1991:18、Weippert 1991:156、Levine 2000:142、Schniedewind

200510 )。

(14) h. šb.　h. šb.　 w-h. šb.　h. [šb] (KAI 312.I.12-13)

この箇所に現れるh. šbについては、様々な見解が見られる。Hoftijzer and van

der Kooij (1976:216)では完了形もしくはより好ましいとして命令形の繰り
返しと捉え (“consider, consider; consider, con(sider” [sic!])、Smelik (1991:84)

は命令形の連続として捉えているけれども (“Take heed, take heed, and take

heed ...”)、Müller (1991:18) (,,bedenkt ein Bedenken“ oder ,,plant einen Plan.“)

および Schüle (2000:89) (,,Bedenke/plane genau und plane [wohl].“)は命令と
して使われる不定詞絶対形と同族目的語の組み合わせと捉え、Schniedewind

(2005)では “He thought and thought, mulling his thoughts”のように過去形動
詞の反復に加えて過去形動詞と同族目的語の組み合わせで訳している。一
方で、Levine (2000:142、143n21)ではすべて名詞として訳されている (“One

augurer after another, and yet another. As one augurer”)。以上のように、一致
した解釈があるとは言えないようである。

(15) l- qb.　 nqb (Deir ‘Alla IX.3a)

not curse(InfAbs)　 (下記参照)

91976年の editio princepsでは、不定詞絶対形とされる語形に関して、テキストそのもの
がh. z)h. ybkh “[why does] see)r weep”のように違う語根の語として読まれており、後続する動
詞 ybkh “he weeps/wept” の不定詞絶対形とは考えられていなかったようである (Hoftijzer and
van der Kooij 1976:173)。

10KAI 312という番号は Donner and Röllig (1964)にはなく、Schniedewind (2005)に基づく。
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この箇所については、Hoftijzer and van der Kooij (1976:262)が不定詞絶対
形と解釈しているけれども、テキストの訳 (“he is not cursed (or: we will not

curse, or: we will not be cursed, or one of these clauses in question form)”には
反映されていないようである (Hoftijzer and van der Kooij 1976:182、Müller

1991:18)。Levine (2000:140-145)や Schniedewind (2005)ではこの箇所自体
が訳されていないようである。
モアブ語ではメシャ碑文 (前 9世紀中頃)に 1例見られるとされている。

(16) w-yśr’l ’bd ’bd ‘lm (KAI 181.7)

&-Israel perish(InfAbs) he perish ever

「そしてイスラエルは永遠に滅びたのだ」

しかしながら、この構文の最初の’bdを不定詞絶対形とし第2の’bdを定動詞
と解釈する立場がある一方で (Andersen 1966:99、KAI 173、Gibson 1971:78、
Schüle 2000:89)、最初の’bdを定動詞として 2番目の’bdを同族目的語で後
続の名詞 ‘lm「永遠」に修飾された語であると解釈する意見が見られたり
(Andersen 1966:99、Niccacci 1994:228)、定動詞の繰り返しと解釈している
ような訳が行われているものもある (“and Israel has gone to ruin, yes, it has

gone to ruin for ever!”) (Smelik 1991:33、2000:137)11 。
エドム語の資料では、この用例については報告されていないようである。
ヘブライ語碑文資料においては、同語反復的不定詞絶対形の用例が多く
見られる聖書ヘブライ語と異なり、ムラッバアト出土のパピルス第 17番
(前 8世紀後期-前 7世紀初期)において次の 1例のみが報告されている。

(17) [š]lh. šlh. t ’t šlm byt-k (Murabba‘at Papyrus 17a.1)

send(InfAbs) I send OBJ peace house-your

「私はあなたの家に安否 (の挨拶)を送るのである」

問題の語 ([š]lh. )には欠けが見られるけれども、不定詞絶対形と考えられ
ている (Gogel 1998:105-6,106n77,271、Schüle 2000:89)。

11最近の van der Steen and Smelik (2007) には言及されていない。
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4 同語反復不定詞絶対形の分布とGarr 1985との比較
先の第 3章で行った不定詞絶対形の同語反復的用法の考察をまとめ、表

1に追加すると表 2の通りになる。

表 2: 表 1に同語反復的不定詞絶対形の用法を加え修正したもの
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(4.7a)不定詞：
命令形として

no ? no no? yes? no yes

(4.7c)不定詞：
定動詞として

yes no no no no no?

同語反復的 yes yes yes yes yes yes? yes

前 1千年紀前半の北西セム諸語において不定詞絶対形の同語反復的用法
が見られるとされる言語は、フェニキア語のビブロス方言、標準フェニキ
ア語、初期のアラム語、アンモン語、デイル・アッラの言語、そしてヘブ
ライ語であり、モアブ語ではこの用法が見られるかどうかについては意見
が分かれている。
地理的な観点からは、アラム語で見られるスフィレ碑文とネーラブ碑文
は近接しており、フェニキア語のビブロス方言と標準フェニキア語の例と
して現れるシドンも近くであり、デイル・アッラ、アンモン語、ヘブライ
語のムラッバアト（およびもしモアブ語を入れたとしても）は近接してい
るという地域的な偏りが見られる。

Garr (1985)が取り上げていた不定詞絶対形の用法は、まず命令形とし
て用いられる場合で、それはわずかにヘブライ語 (あるいはデイル・アッ
ラも？)に見られるのみである。ただし、表 1のように、ビブロス方言で
“yes”となっているのは不定詞絶対形ではなく不定詞構成形（ld‘t “attention,

know!”）によるものなので、不定詞絶対形の用例に限定しているここでは
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“no”としなければならない。
また、定動詞として用いられるのは標準フェニキア語のごくわずか (し
かも「中央」ではないカラテペのアザティワダ碑文。KAI 26.Aおよび C、
Gibson 1982:56以降。竹内 2006も参照)に過ぎないけれども、Garrが “no”

としている (碑文)ヘブライ語の用例w-’sm “and store”（メツァド・ハッシャヴ
ヤフ 1.5。KAI 200.5、Gibson 1971:29）については様々な議論があり (Gogel

1998:267n30)、“no”と断定するのは早計であり “?”を付加した方が良いと
思われる。
一方で、同語反復的な用法はサムアル方言とエドム語（およびモアブ語
も？）以外の北西セム語に見られるという点で、上述の 2つの用法とは分
布が異なることがわかる。資料が少ない言語においてさえわずかずつでも
用例が見られる一方で、膨大な資料を持つアラム語においては、第 3章で
見たように限られた地域において年代的にも初期にしかこの用法が見られ
ないことは注目に値しよう。

5 終わりに
Garr (1985)は、不定詞絶対形の用法として命令形あるいは定動詞として
使われる場合について、前 1千年紀前半の北西セム語の用例を収集してそ
の結果をまとめたものとして、大変有益である。表 1によれば、上述の用
法はかなり限られた言語において見られる用法であることがわかる。
一方で、Garrが扱っていない用法として、聖書ヘブライ語によく見られ
る同語反復的な不定詞絶対形の用例を、Garrが扱ったのと同じ言語にお
いて本稿において整理し検討した。その結果、この用法は、サムアル方言
とエドム語 (モアブ語については議論あり)を除く北西セム諸語に見られ、
命令形および定動詞として用いられる場合とは違う地域的な偏りを示すこ
ともわかった。
以上の点から、前 1千年紀の北西セム語の等語線の再画定のために、不
定詞絶対形の同語反復的用法は意味ある別個の項目として加えるべきであ
ると結論づけたい。



GL10Takeuchi_0511 : 2008/6/13(20:47)

88 一般言語学論叢第 10 号 (2007)

【参照文献】

Andersen, Francis I. (1966) ‘Moabite syntax,’ Orientalia 35:81-120.

Aufrecht, Walter E. (2000) ‘The Amman Citadel inscription,’ in Hallo and Younger

Jr. (eds.), 139.
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The Tautological Infinitive Absolute in
Northwest Semitic Languages in the First

Half of the First Millennium B.C.E.

Shigeo TAKEUCHI

Garr (1985) refers to the infinitive absolute used as the imperative and as finite

verb in Northwest Semitic languages in the first half of the first millennium B.C.E.

In this paper, the examples cited by Garr are reexamined and examples of the

tautological infinitive absolute in the same set of languages are gathered so as to

find that they exhibit distinct isoglosses. The revised version of Garr’s table on

the infinitive absolute is as follows:
B

yblian

Phoenician

Standard

A
ram

aic

Sam
alian

A
m

m
onite

D
eirA

lla

M
oabite

E
dom

ite

H
ebrew

(4.7a) Infinitive:
as imperative

no ? no no? yes? no yes

(4.7c) Infinitive:
as finite verb

yes no no no no no?

Tautological
infinitive

yes yes yes yes yes yes? yes
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